
　

（注）　「全国平均」は加重平均による。

（問）　他県に比べてどのような分野に多く支出しているのですか？
　　　　本県の特徴は何ですか？

（答）  金額ベースでは、多く支出している分野は①教育費、②公債費、③土
　　 木費の順となっています。
　
　　　　本県の特徴としては、全国より７年ほど先を行くと言われている超高
　 　齢化社会にあるという現状を踏まえ、高齢者対策を含む民生費が全国
     に比べて高い状況にあります。

      　また、全国でも有数の農業県であることから、農業振興のための支出
　　 が多くなっています。

　      さらに、道路を始めとする社会資本整備の水準が都市部より遅れてい
     る状況もあり、その投資の財源としている県債の償還費も高い水準にあ
     ります。

【平成１８年度普通会計決算における目的別歳出】

本県 全国平均九州平均

総務費 432 5.9% 6.3% 4.9%

民生費 874 12.0% 10.2% 12.0%
高齢化の進展による社会保障関係
経費増

農林水産業費 727 10.0% 6.0% 9.5%
全国有数の農業県
（第１次産業従事者率が高い）

商工費 272 3.7% 6.7% 4.6%

土木費 1,143 15.7% 14.5% 15.4% 社会資本整備の遅れ、新幹線建設

警察費 417 5.7% 7.1% 6.3%

教育費 1,713 23.5% 23.8% 24.8%

公債費 1,161 15.9% 14.5% 14.3% 社会資本整備、新幹線建設

その他 538 7.4% 10.9% 8.2%

7,277

全国平均より高い主な要因
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